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はじめに

4 年振りに，高知県支部だよりを投稿させていただ
きます．4 年前の課題が，学術研究会の充実を通じて
会員施設におけるレベルアップ，地域貢献，そして災
害体制の整備がテーマでありました．今回，①災害対
策として，行政との協議の場がつくれたこと，災害マ
ニュアル作成，災害対策分科会を開催，②高知県透析
医会役員の若干の改編，③その他，を報告させていた
だきます．

1　災害対策

平成 20 年 8 月に，高知県行政との共同で人工透析
患者災害時支援検討会が発足となりました．災害時の
人工透析体制の確保について，各団体が各自に取り組
んでいる対策を，行政，医療機関，患者で共有し，各

団体の取り組みを連動させるための方策を検討するこ
とを目的としています（図 1）．構成委員は，透析医
会から各ブロック代表を含め 4 名の医師，高知市医師
会 1 名，患者会代表 1 名，市町村代表 1 名，福祉保健
所 1 名，県担当各課 5 名の，計 13 名です．その後，
計 3 回のミーティングを重ね，平成 21 年 3 月に，こ
れまでのまとめを総括しました．自助が大基本ではあ
りますが，市町村や県との連携と，お互いの役割の確
認が改めて重要であることを再認識しました（図 2）．

また，平成 21 年 7 月 4 日に，高知県透析医会として，
初の分科会（各ブロック会）を開催．高知県は東西に
長く，幡多ブロック，須崎ブロック，中央ブロック，
安芸・室戸ブロックの 4 ブロックに分割し（図 3），
今後ブロック別に災害対策の在り方などの検討を行う．
また特別講師として，隈博政先生においでいただき，
地震対策への講演および透析医会の在り方などを含め，
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1　各団体が独自に取り組んでいる災害対策を，行政，医療機関，患者で共有する

2　各団体の取り組みを連動させ一体化するための方策を検討

3　不足している対策について，今後の具体策を検討する
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多くのご教示をいただきました．誌上をお借りし，こ
こに厚く御礼申し上げます．ついで，高知県災害対策
マニュアルを作成したことがあります．日本透析医会
の災害訓練参加はもちろん，各ブロック・施設間での
連携・訓練の習熟を図る，高知県災害対策 HP の活用
など，まだまだ多くの課題が積み残されていますが，
一つずつ解決し，今後，40 年以内にはほぼ起こるで
あろう南海大地震に備えたいと考えています．

2　執行部を精鋭多数で

今までは，会長，副会長および会計各 1 名の計 3 名
が中心となり，加えて理事の先生方のご協力を得て透
析医会活動を行っていましたが，透析医会として活動
の充実・発展を図るには，執行部役員の数が少なすぎ，
また若い人材育成の観点からも動きの少ない，好まし
くない環境であったかと自省しています．高知県透析
医会のこれからの発展と透析医療における様々な問題
を解決していくためには，多くの若手の先生の執行部 /
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図 3　災害時のブロック分けと透析施設
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透析医会への参画と活動を期待するものであります．
会長経験者が再度，副会長として執行部に残ること，
副会長を 5〜6 名以上とすることで，理事以外の多く
の若手先生方に参画していただくこととしています．
このことが今後の，高知県透析医会の，さらなる活性
化へと繋がるものと信じています．

3　学術・地域貢献

CKD 対策活動の一環として，全国的に「CKD 対策
活動」が始まりました．高知県でも，全国に先駆け，
平成 20 年 8 月，高知 CKD 病診連携協議会を設立，

「かかりつけ医」と「専門医」との連携，運用の運び
となりました．高知県透析医会としても，三宅晋先生
を中心として，高知市医師会，高知大学腎臓内分泌教
室および高知市腎臓専門医と連携し，高知県における

CKD 病診連携ネットワーク活動を支援しています．
平成 21 年 3 月の世界腎臓デーには，共催とし，キャ
ンペーンや講演を行いました．

最後に

平成 21 年 8 月時点で高知県の透析施設は 38 施設で
あり，年に 1 回，総会，高知県透析研究会を開催し，
会員間の懇親会・情報提供を行っています．高知県透
析医会においても，災害対策，感染症対策，地域連携
など，多くの問題を抱えています．しかしながら，日
本透析医会や医師会とも連携し，透析患者，そして会
員・施設のために貢献できるよう，高知県透析医会を
発展させていきたいと考えています．今後とも，よろ
しくご支援いただきますようお願いいたします．




